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1.組織の概要

昭和53年　7月　1日

〒974-8221

福島県いわき市小浜町中ノ作129番地の2

〒974-8221

福島県いわき市小浜町北ノ作128番地の1外

〒971-8185

福島県いわき市泉町下川字大剣326番13

〒974-8221

福島県いわき市小浜町中ノ作129番地の2

〒319-1715

茨城県北茨城市関南町神岡下字北浜田302番地1

事業規模

事業内容 建設業

・解体工事業

・とび・土工工事業

産業廃棄物収集運搬業

産業廃棄物処分業（中間処分・最終処分）

一般廃棄物収集運搬業

一般廃棄物処分業（中間処分）

従業員数 49名

有限会社 　 鷺 斫 り

2022年度

商 号

2021年度

設 立

本 社

北 ノ 作 処 分 場

2020年度

売 上 高

代 表 取 締 役　　   鷺　 弘 海

300万円

1,635百万円　（2022年度）

大 剣 環 境 セ ン タ ー

55人

45,925.13㎡

代 表 者

資 本 金

1,756（百万円）

46,683.1㎡

工 事 部

茨 城 営 業 所
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売上高

大剣環境センター処分場面積

北ノ作処分場面積

従業員人数

46,683.1㎡

45,925.13㎡

49人

1,635（百万円）

46,683.1㎡

45,925.13㎡

51人

1,772（百万円）



①産業廃棄物収集運搬業

福　島　県 許　可　番　号

令和2年12月25日

令和7年11月12日

茨　城　県 許　可　番　号

令 和 3 年 2 月 10 日

令和7年11月15日

　一般廃棄物収集運搬業

いわき市 許　可　番　号

令 和 4 年 10 月 5 日

令 和 6 年 9 月 5 日

②産業廃棄物収集処分業（優良）

いわき市 許　可　番　号

令 和 4 年 2 月 22 日

令和10年11月8日

　一般廃棄物収集処分業

いわき市 許　可　番　号

令 和 4 年 10 月 4 日

令 和 6 年 10 月 3 日

第 00709034310 号

第 00801034310 号

第 22022 号

第 09440034310 号

第 22505 号

【許可年月日及び有効期限】

【許可番号】

【許可年月日及び有効期限】

【許可番号】

【許可年月日及び有効期限】

【許可番号】
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【許可番号】

【許可年月日及び有効期限】

【許可番号】

【許可年月日及び有効期限】



中間処理（移動式破砕）に係るもの

設置年月日 処理能力

H21.9.25
616ｔ/日

（８時間）

H29.9.27
1,808ｔ/日

（８時間）

R1.10.25
300.2ｔ/日

（８時間）

中間処理（移動式選別）に係るもの

設置年月日 処理能力

H27.7.18
775㎥/日

（８時間）

H27.7.28
1,627㎥/日

（８時間）

中間処理（破砕）に係るもの

設置年月日 処理能力

36ｔ/日

（８時間）

60ｔ/日

（８時間）

680ｔ/日

（８時間）

中間処理（移動式造粒固化）に係るもの

設置年月日 処理能力

R3.4.8
1,188ｔ/日

（8時間）

最終処分（埋立）に係るもの

設置年月日 処理能力

埋立地面積

　　8,443㎡

埋立容量

73,105㎥

施設等の状況（産業廃棄物中間・最終処理）
北ノ作処分場

処理施設の種類 処理する産業廃棄物の種類　 設置場所

移動式木くずの破砕施設（NO.2） 木くず いわき市内一円

移動式がれき類の破砕施設（NO.1） がれき類 いわき市内一円

移動式木くずの破砕施設（NO.3） 木くず いわき市内一円

処理施設の種類 処理する産業廃棄物の種類　 設置場所

廃プラスチック類等の選別施設（NO.1）
廃プラスチック類・紙くず・木くず・繊維くず

・ゴムくず・金属くず・ｶﾞﾗｽくず・コンクリートくず

及び陶磁器くず・鉱さい・がれき類・汚泥
いわき市内一円

廃プラスチック類等の選別施設（NO.2）

廃プラスチック類・金属くず・ｶﾞﾗｽくず

・コンクリートくず及び陶磁器くず・鉱さい

・がれき類・紙くず・木くず・繊維くず
いわき市内一円

処理施設の種類 処理する産業廃棄物の種類　 設置場所

移動式木くずの破砕施設（NO.1） 木くず いわき市小浜町北ノ作128番1 外

移動式がれき類の破砕施設（NO.2）
ガラスくず・コンクリートくず及び

陶磁器くず・がれき類
いわき市小浜町北ノ作128番1 外

　がれき類の破砕施設
燃え殻・ガラスくず・コンクリートくず

及び陶磁器くず・鉱さい・がれき類
いわき市小浜町北ノ作128番1 外

処理施設の種類 処理する産業廃棄物の種類　 設置場所

移動式汚泥等の造粒固化施設 汚泥、がれき類 いわき市内一円

処理施設の種類 処理する産業廃棄物の種類　 設置場所
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安定型最終処分場
廃プラスチック類・金属くず

・ガラスくず・コンクリートくず

及び陶磁器くず・がれき類

S63.5.25
いわき市小浜町北ノ作

128番1外



中間処理（破砕）に係るもの

設置年月日 処理能力

H21.9.25 616ｔ/日（8時間）

R1.10.25 300.2ｔ/日（８時間）

中間処理（移動式破砕）に係るもの

設置年月日 処理能力

H21.9.25 616ｔ/日（8時間）

H29.9.27 1,808ｔ/日（８時間）

R1.10.25 300.2ｔ/日（８時間）

中間処理（破砕・圧縮固化）に係るもの

設置年月日 処理能力

H18.4.12 3.6ｔ/日（８時間）

H18.4.12 80.0t/日（８時間）

中間処理（選別）に係るもの

設置年月日 処理能力

H18.4.12 3.2t/日（８時間）

H18.4.12 5.2ｔ/日（８時間）

中間処理（移動式選別）に係るもの

設置年月日 処理能力

H27.7.18 775㎥/日（8時間）

H27.7.28 1,627㎥/日（8時間）

中間処理（切断・選別）に係るもの

設置年月日 処理能力

H18.4.12 60.0t/日（８時間）

H18.4.12 44.0t/日（８時間）

施設等の状況（産業廃棄物中間処理）
大剣環境センター

処理施設の種類 処理する産業廃棄物の種類　 設置場所

木くずの破砕施設（NO.2） 木くず いわき市泉町下川字大剣３２６番１３

木くずの破砕施設（NO.3） 木くず いわき市泉町下川字大剣３２６番１３

処理施設の種類 処理する産業廃棄物の種類　 設置場所

移動式木くずの破砕施設

（NO.2） 木くず いわき市内一円

移動式がれき類の破砕施設（NO.1） がれき類 いわき市内一円

移動式木くずの破砕施設

（NO.3） 木くず いわき市内一円

処理施設の種類 処理する産業廃棄物の種類　 設置場所

廃プラスチック類の破砕施設 廃プラスチック類 いわき市泉町下川字大剣３２６番１３

木くずの破砕施設（NO.１） 木くず・繊維くず いわき市泉町下川字大剣３２６番１３

処理施設の種類 処理する産業廃棄物の種類　 設置場所

紙くず等の選別施設
廃プラスチック類・金属くず・ｶﾞﾗｽくず

・コンクリートくず及び陶磁器くず・鉱さい

・がれき類・紙くず・木くず

いわき市泉町下川字大剣３２６番１３

繊維くず等の選別施設
廃プラスチック類・金属くず・ｶﾞﾗｽくず

・コンクリートくず及び陶磁器くず・鉱さい

・がれき類・紙くず・木くず・繊維くず

いわき市泉町下川字大剣３２６番１３

処理施設の種類 処理する産業廃棄物の種類　 設置場所

廃プラスチック類等の選別施設（NO.1）
廃プラスチック類・紙くず・木くず・繊維くず

・ゴムくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

・金属くず・ｶﾞﾗｽくず・鉱さい・がれき類・汚泥
いわき市内一円

廃プラスチック類等の選別施設（NO.2）
廃プラスチック類・金属くず・ｶﾞﾗｽくず

・コンクリートくず及び陶磁器くず・鉱さい

・がれき類・紙くず・木くず・繊維くず
いわき市内一円
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金属くずの切断施設（NO.２） 金属くず いわき市泉町下川字大剣３２６番１３

処理施設の種類 処理する産業廃棄物の種類　 設置場所

金属くずの切断施設（NO.１） 金属くず いわき市泉町下川字大剣３２６番１３
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【大剣環境センター】

木くず 7,783,770 kg 2,930,350 kg

木くず（伐採材） 9,251,690 kg 3,258,930 kg

廃プラスチック 2,405,580 kg 682,380 kg

紙くず 22,940 kg 19,570 kg

金属くず 194,260 kg 186,890 kg

繊維くず 3,062,490 kg 1,008,960 kg

ガラス陶磁器くず 95,230 kg 91,830 kg

安定型混合 448,370 kg 448,050 kg

管理型混合 83,320 kg 83,210 kg

石膏ボード 209,560 kg 209,560 kg

【北ノ作処分場】

コンクリート 19,483.86 ｔ 7,170.83 ｔ

アスファルト 5,874.74 ｔ 4,002.36 ｔ

がれき（中間） 6,298.58 ｔ 4,680.44 ｔ

ガラス陶磁器くず(安定型埋立) 54.77 ｔ 52.00 ｔ

がれき（安定型埋立）【石綿含有含む】 32.89 ｔ 32.78 ｔ

廃プラスチック(安定型埋立) 0 ｔ 0 ｔ

金属くず（安定型埋立） 0 ｔ 0 ｔ

安定型混合廃棄物(安定型埋立) 0 ｔ 0 ｔ

スラグ 312.16 ｔ 312.16 ｔ

クリンカ 1,276.94 ｔ 1,276.94 ｔ

ガラス陶磁器くず(中間) 690.19 ｔ 690.19 ｔ

処分量 運搬量

kg

2022年7月～2023年6月

収集運搬・処分量

8,919,730 kg

2022年7月～2023年6月

収集運搬・処分量　実績

23,557,210
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内）安定型埋立総数量　　　　　　　87.66　ｔ

　　　残余容量　　　　　　　　　　24,288.23　㎥

収集運搬・処分量　実績

処分量 運搬量

34,024.13 t 18,217.70 t



　1.　工事が始まる前に　近隣住民の方へ

　　　ご挨拶回り

　2.　工事工程・工事工期のご説明

      ・スレート（アスベストレベル3）　手ばらし　状況

      ・湿潤化した後、原型をとどめたまま手ばらし

      ・手ばらし後、速やかに梱包

      ・他の廃棄物と混ざらないように区画。

・防音シートにて騒音対策

・ハイブリッド型の重機を使用

・騒音、振動対策として計器設置

 ・節水対策

　　　　蛇口に元栓を設置

・５Ｓの徹底

（整理・整頓・清潔・清掃・しつけ） ・現場周辺の環境配慮

・敷き鉄板、囲い、掲示物の設置 　　　　　　（道路散水等）

　　　・地域貢献　ボランティア活動へ

　　　　積極的に参加（猪苗代湖クリーンアクション）

　　　 ・各種セミナーへの

　参加
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工事部　環境配慮　取り組み

3.着工前のお清め　安全祈願

4.周辺環境への配慮

養生状況



【北ノ作処分場】

　

コンクリート ｔ

アスファルト ｔ

がれき（中間） ｔ

ガラス陶磁器くず(安定型埋立) ｔ

がれき（安定型埋立）【石綿含有含む】 ｔ

廃プラスチック(安定型埋立) ｔ

金属くず（安定型埋立） ｔ

安定型混合廃棄物(安定型埋立) ｔ

ｔ

　　　残余容量　　　　　　　　－　　　　　　　　 ㎥

※安定型埋立総数量・残余容量は北ノ作処分場に含まれております。

【大剣環境センター】

木くず t

廃プラスチック t

紙くず t

金属くず t

繊維くず t

ガラス陶磁器くず t

安定型混合 t

管理型混合 t

石膏ボード t

【登録車両】

３ｔダンプ車 2 台

４ｔダンプ車 1 台

10ｔダンプ車 13 台

３ｔ脱着式コンテナ 1 台

４ｔ脱着式コンテナ 6 台

6ｔ脱着式コンテナ 1 台

8ｔ脱着式コンテナ 1 台

10ｔ脱着式コンテナ 3 台

25ｔ脱着式コンテナ 1 台

2ｔキャブオーバ 1 台

4ｔキャブオーバ 1 台

6ｔキャブオーバ 1 台

8ｔキャブオーバ 1 台

10ｔキャブオーバ 2 台

トラクタ 4 台

ダンプセミトレーラー 4 台

合計台数 43 台

t

195.59

0.61

123.36

615.70

2022年度7月～2023年6月

収集運搬・処分量　実績

運搬・処分量

120.57

4.78

0

0

3,098.76

28,098.67

　　内）安定型埋立総数量　     301.09　　

工事部　処分量

22,901.69

3,310.46

1,585.43

175.74

2022年7月～2023年6月

収集運搬・処分量　実績

運搬・処分量
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8.75

200.23

10.50

177.54

4,431.04 t



2.認証登録の対象範囲

　　　福島県いわき市小浜町中ノ作129番の2

　　　福島県いわき市小浜町北ノ作128番地の1外

　　　福島県いわき市泉町下川字大剣326番13

　　　福島県いわき市小浜町中ノ作129番の2

　　　茨城県北茨城市関南町神岡下字北浜田302番1

1.　産業廃棄物処分業（中間処理・最終処分）

2.　一般・産業廃棄物収集・運搬業

3.　建設業（解体工事業　・　とび・土工工事業）

TEL 0246-63-5173

ＦＡＸ 0246-63-6551

http://sagihatsuri.co.jp

sagihatsuri@orange.plala.or.jp

対 象 と す る 事 業 活 動
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　　　 連　絡 先

          ホームページ

mail

事   　業　   所

　　　環境管理責任者

登録・認証済

　　　　　今回
登録・承認

鳥　海　　政　美

本 社

北 ノ 作 処 分 場

大剣環境センター

工 事 部

茨 城 営 業 所

エ コ ア ク シ ョ ン 21 担 当 者

http://sagihatsuri.co.jp/
mailto:sagihatsuri@orange.plala.or.jp


【エコアクション２１　実施体制組織図】

役割分担表

代表者

・　環境経営全般に対しての責任と権限

・　環境経営方針の作成と社員への周知

・　環境経営システム簿運用に必要となる経営資源の準備

・　実施体制の構築

・　環境経営に必要な文書及び記録の承認

・　経営の課題とチャンスの明確化

環境管理責任者

・　環境上の緊急事態への準備及び対応

・　環境関連法規のとりまとめ

・　外部からの苦情や要望等の受付・窓口

・　教育訓練

・　環境経営活動の推進

・　環境経営活動目標及び経営計画の作成

・　文書・記録の管理

・　代表者への進捗状況報告

・　全体の評価と見直しのための情報報告
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部門責任者

・　各部門のデータとりまとめ

・　環境負荷・環境取り組み自己チェックの実施

・　月別部門データの集計

従業員
・　活動計画の担当者として実行

・　システムで定めたルール、取り組み事項を自発的・積極的に参加

代表者

代表取締役 鷺 弘海

本社
（総務・営業・工事部）

エコアクション２１

担当者2名

北ノ作処分場

エコアクション２１

担当者２名

大剣環境

センター
エコアクション21 

担当者2名

工事部

エコアクション21 

担当者 2名

茨城営業所

エコアクション21

担当者 2名

環境管理責任者

鳥海 政美

鷺 恭享

従 業 員



３．環境経営方針

【環境方針】

有限会社　鷺斫りは、県内外に対しても、環境を重視した上で環境に対する思いやりを

念頭に置き、適切な処理を行います。

深刻化する廃棄物問題と時代の変化とともに環境保全・資源活用に対応できるよう、

各種のリサイクル施設を設置し、より良いリサイクル製品を生産し、資源循環型社会の

形成を日々努力します。

また社員一丸となってエコアクション活動に取り組み、全事業活動において環境負荷を

減らすことに努めていきます。

【活動方針】

　1.環境に対する目標を定め、定期的な見直しと継続的改善に取り組みます。

　2．環境負荷を減らすために次の活動に取り組みます。

　　　・省エネルギー資源に取り組み二酸化炭素排出量を削減します。

　　　・廃棄物の分別と再利用、再資源化を推進します。

　　　・産業廃棄物の適正管理をします。

　　　・各作業所、本社での水の削減をします。

　3．地域の環境活動に積極的に参加します。

　4．関係する環境関連法規を遵守します。

　5．環境方針を全社員に周知するとともに、環境保全への意欲能力の向上を図ります。

策定日

　

　 有限会社　鷺　斫　り

代表取締役　鷺　弘海
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2020年6月1日



　

　：　　大剣環境センター・北ノ作処分場・本社・工事部・茨城営業所

環境目標内容 目標値 環境目標内容 2022年 2023年 2024年

2019年 

大剣環境センター

２０２0年

本社・北ノ作

2021年

工事部・茨城営業所

■化石燃料消費

2019年 

大剣環境センター

２０２0年

本社・北ノ作

2021年

工事部・茨城営業所

2019年 

大剣環境センター

２０２0年

本社・北ノ作

2021年

工事部・茨城営業所

2019年 

大剣環境センター

２０２0年

本社・北ノ作

2021年

工事部・茨城営業所

1.5% 2.0% 現状維持

削減 削減 削減

2019年 

大剣環境センター

２０２0年

北ノ作

2021年

工事部

2019年 

大剣環境センター

２０２0年

本社・北ノ作

2021年

工事部・茨城営業所

2.0% 現状維持 現状維持

削減 削減 削減

2019年 

大剣環境センター

２０２0年

北ノ作

2021年

工事部・茨城営業所

2019年 

大剣環境センター

２０２0年

本社・北ノ作

2021年

工事部・茨城営業所

2021年

工事部

※　電気排出係数（大剣環境センター・本社、北ノ作、工事部）

　　　 2022年度東北電力の排出係数0.496ｋｇ-CO₂／ｋWｈを使用。

※　電気排出係数（茨城営業所）

　　　 2022年度東京電力の排出係数0.452ｋｇ-CO₂／ｋWｈを使用。

※　PRTR対象物質の取り扱いがないため、環境経営目標にはあげていません。

全社
4.環境経営目標

♦　作成責任者 　：　　環境管理責任者　鳥海　政美    　　鷺　恭享

♦　取　組　期　間

環境目標項目 責任者 基準年
中期目標（2022年～2024年）

【2022年7月1日～2023年6月30日】

環境目標

♦改定日：2022年6月22日

■電気使用

　　　　　　　（単位ｋｇ-ＣＯ₂）
鳥　海

基準年度実績値の

1.0%～2.0％削減

基準年度実績値の

1.0%～2.0％削

減

基準年度実績値の

1.0%～2.0％削

減

2】軽油使用量

　　　　　　　（単位ｋｇ-ＣＯ₂）
鳥　海

基準年度実績値の

1.0%～2.0％削減

削減 削減 削減

1％～2% 1.5％～2.0%以上

1.5％～2.0%以上 2.0%現状維持

削減 削減

1％～2% 1.5％～2.0%以上 2.0%現状維持

1％～2%

1】ガソリン使用量

　　　　　　　（単位ｋｇ-ＣＯ₂）
鳥　海

受託廃棄物処理の

環境負荷
収集運搬における環境配慮 鳥　海

社内ルールの

定着化

基準年度実績値の

1.0%～2.0％削

減

産業廃棄物

リサイクル率の

向　　　上

(受託廃棄物の再資源化

推進）RPF製造量の向上

          　　  　　  （単位/ｔ）

2019年

大剣環境センター

基準年度実績値の

4％～5％向上

3】灯油使用量

　　　　　　　（単位ｋｇ-ＣＯ₂）
鳥　海

基準年度実績値の

1.0%～2.0％削減

基準年度実績値の

1.0%～2.0％削

減

97,852.15

安定型埋立廃棄物の削減

    　　　    　　    （単位/ｔ）
2020年

北ノ作

基準年度実績値の

1.0％～1.5％削減

社内ルールの

定着化

■二酸化炭素排出量合計

二

酸

化

炭

素

排

出

量

グ

リ

｜

ン

購

入

地

域

貢

献

活

動

鳥　海
事務用品

車両・設備・機械等
鳥　海

エコ商品購入率の把握

社内ルールの確立

基準年度実績値の

1.0%～2.0％削

減

工業用水

　　　　　　　　　　　（単位㎥）
鳥　海

2019年

大剣環境センター

基準年度実績値の

1.0%～2.0％削

減

基準年度実績値の

1.5%～2.0％削減

基準年度実績値の

2.0%削減

水

使

用

量

上　　　　水

　　　　　　　　　　　（単位㎥）
鳥　海 1,879

1,647

ー

ー

396,725.33

72,929.28

3,640,276.30

7,858.24

4,117,789.15

鳥　海

リサイクル率

の向上
5％向上 現状維持

削減 削減

1％～2% 1.5％～2.0%以上

基準年度実績値の

1.0%～2.0％削

減

削減 削減

基準年度実績値の

1.0%～2.0％削減

1,595.85

3,303.09

2.0%以上 2.0%以上 2.0%以上

社内ルールの定着化

ユニセフ協会等へ寄付

エコ商品

購入率の向上

削減

単位ｋｇ-Ｃｏ₂

廃棄物の種類・排出量を

把握し適切な収集運搬計

画を立てる

1％～2% 1.5％～2.0%以上 2.0%現状維持

削減 削減 削減

廃棄物の種類・排出量を

把握し適切な収集運搬計

画を立てる

廃棄物の種類・排出量

を把握し適切な収集運

搬計画を立てる

現状維持

削減

2.0%現状維持

2.0%現状維持

削減
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環境保護団体への協力

会社周辺の清掃活動
会社周辺の清掃活動 会社周辺の清掃活動

鳥　海

鳥　海

ー

環境に配慮した

工　　事

工事関係者との意思疎通を

行い、車両運行や重機作業

などを効率的に行う
鷺　恭享

　数量は設定せず

効率的に行う
数量は設定せず効率的に行う

ユニセフ協会等への寄付

年　12回

数量は設定せず効率的

に行う



基準値

二酸化炭素の削減 (２０１９年）

※　電気排出係数

　　　2022年度　東北電力の排出係数0.496ｋｇ-CO₂／ｋWｈを使用。

電力使用量の削減

　　　　　　 （ｋｇーCO₂）
290,063

284,261

ガソリン使用量の削減

　　　　　　　（ｋｇーCO₂）
32,790

32,134

（2.0%削減）

軽油使用量の削減

　　　　　　　（ｋｇーCO₂）
2,266,537

2,221,206

（2.0%削減）

４.環境経営目標（中期目標）

　大剣環境センター

総　排　出　量

　　　　　　　（ｋｇ－CO₂）
2,592,600

環境経営目標
環境経営目標値

2022年 2024年2023年

2,540,746

（現状維持）

（現状維持）

2,221,206

（現状維持）

2,540,746 2,540,746

（2.0%削減） （現状維持）

284,261

（現状維持）

284,261

（現状維持）

2,221,206

32,134

（2.0%削減） （現状維持）

灯油使用量の削減

　　　　　　　（ｋｇーCO₂）
3,210

3,145 3,145

（2.0%削減） （現状維持）

32,134

（現状維持）

3,145

（現状維持）

受託廃棄物の再資源化率向上

1,519.85
1,595.85 1,595.85RPF製造の向上

（単位/ｔ）

水使用量の削減

1,595.85

(5%向上） (現状維持） (現状維持）

受託産業廃棄物の環境負荷

　 11,756.05

社内ルールの定着化 社内ルールの定着化 社内ルールの定着化

廃棄物の種類・排出量を

把握し適切な収集運搬

計画を立てる

廃棄物の種類・排出量を

把握し適切な収集運搬

計画を立てる

廃棄物の種類・排出量を

把握し適切な収集運搬

計画を立てる

収集運搬における

環境配慮

（単位/ｔ）

水使用量の削減
1,681

グリーン購入

可能な限り

グリーン購入を推進

1,647 1,647 1,647

(単位/㎥） （2.0%削減） （現状維持） (現状維持）
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5 5

可能な限り地域貢献活動を推進

（単位/回）

地域貢献活動

10 13 13 13

5
可能な限りグリーン購入を推進

（単位/ケ）



基準値

二酸化炭素の削減 （2020年）

※　電気排出係数

　　　2022年度　東北電力の排出係数0.496ｋｇ-CO₂／ｋWｈを使用。

一般廃棄物
可能な限りリサイクルを

意識する

可能な限りリサイクルを

意識する

可能な限りリサイクルを

意識する
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（現状維持）

実績なし

（2.0%削減）

　
水使用量の削減

76
74 73

(単位/㎥） （1.5%削減） （2.0%削減）

該当なし 該当なし

（1.5%削減） （2.0%削減） （現状維持）

該当なし

電力使用量の削減

　　　　　　　（ｋｇーCO₂）
7,363.05

軽油使用量の削減

　　　　　　　（ｋｇーCO₂）
－

ガソリン使用量の削減

　　　　　　　（ｋｇーCO₂）
630.58

7,833.74

621.12 617.96 617.96

（現状維持）

7,252.60 7,215.78

（2.0%削減） （現状維持）

該当なし

7,215.78

（1.5%削減）

　本社

環境経営目標
環境経営目標値

該当なし 該当なし

４.環境経営目標（中期目標）

2022年 2023年 2024年

（1.5%削減） （2.0%削減）

総　排　出　量

　　　　　　　（ｋｇ－CO₂）
7,993.63

7,873.72 7,833.74

灯油使用量の削減

　　　　　　　（ｋｇーCO₂）
－

水使用量の削減

（単位/回）

廃棄物の削減再資源化率向上

（単位/ｔ）

地域貢献活動

10 12 13 13

グリーン購入

可能な限り

グリーン購入を推進
4 5

（1.5%削減）

可能な限り地域貢献活動を推進

5

73

（現状維持）

可能な限りグリーン購入を推進

（単位/ケ）



基準値

二酸化炭素の削減 （2020年）

※　電気排出係数

　　　2022年度　東北電力の排出係数0.496ｋｇ-CO₂／ｋWｈを使用。

電力使用量の削減

　　　　　　　（ｋｇーCO₂）
102,019

1,455

（1.5%削減） （2.0%削減） （現状維持）

（現状維持）

100,489 99,979 99,979

（1.5%削減） （2.0%削減） （現状維持）

1,463ガソリン使用量の削減

　　　　　　　（ｋｇーCO₂）

1,455

環境経営目標
環境経営目標値

（1.5%削減） （2.0%削減）

2024年

890,456

北ノ作処分場

（1.5%削減） （2.0%削減）

４.環境経営目標（中間目標）

2022年 2023年

895,000 890,456

790,154 786,143 786,143

総　排　出　量

　　　　　　　（ｋｇ－CO₂）
908,629

（現状維持）

（現状維持）

1,485

（2.0%削減）

2,879

軽油使用量の削減

　　　　　　　（ｋｇーCO₂）
802,187

受託産業廃棄物の環境負荷

　 86,096.1

可能な限り

グリーン購入を推進
4

社内ルールの定着化

　
水使用量の削減

廃棄物の種類・排出量を

把握し、適切な収集運搬

計画を立てる

グリーン購入

103 103

廃棄物の種類・排出量を

把握し、適切な収集運搬

計画を立てる

(単位/㎥） （1.5%削減）
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可能な限りグリーン購入を推進

（単位/ケ）

可能な限り地域貢献活動を推進

（単位/回）

地域貢献活動

10 12 13 13

5 5

2,879

（1.5%削減）

2,894

安定型埋立廃棄物の削減

（現状維持）（単位/ｔ）

3,286.32

（1.5%削減）
3,353.39

3,303.09

（2.0%削減）

3,286.32安定型埋立廃棄物

灯油使用量の削減

　　　　　　　（ｋｇーCO₂）
2,938

（2.0%削減）

水使用量の削減

収集運搬における

環境配慮

（単位/ｔ）

105

社内ルールの定着化 社内ルールの定着化

廃棄物の種類・排出量を

把握し、適切な収集運搬

計画を立てる

103

（現状維持）



基準値

二酸化炭素の削減 （2020年）

※　電気排出係数

　　　2022年度　東北電力の排出係数0.496ｋｇ-CO₂／ｋWｈを使用。

環境経営目標
環境経営目標値

2022年 2023年 2024年

（1.0%削減）

628,916.30 625,739.95 622,563.60

（1.0%削減） （1.5%削減） （2.0%削減）

（1.5%削減） （2.0%削減）

４.環境経営目標（中間目標）

工事部

33,429.65
33,095.35 32,928.21

総　排　出　量

　　　　　　　（ｋｇ－CO₂）
671,788.14 665,070.25 661,711.31 658,352.37

1,226.84

（1.0%削減） （1.5%削減）

ガソリン使用量の削減

　　　　　　　（ｋｇーCO₂）

（2.0%削減）

軽油使用量の削減

　　　　　　　（ｋｇーCO₂）

受託廃棄物の環境負荷・再資源化率向上

電力使用量の削減

　　　　　　　（ｋｇーCO₂）
1,251.88

1,239.36 1,233.10

32,761.06

（1.0%削減） （1.5%削減） （2.0%削減）

灯油使用量の削減

　　　　　　　（ｋｇーCO₂）
1,837.62

1,819.24 1,810.05

635,268.99

1,800.87

地域貢献活動

数値目標は設定せず、

可能な限り

地域貢献活動を推進

可能な限り地域貢献

活動の推進
可能な限り地域貢献

活動の推進

可能な限り地域貢献

活動の推進

可能な限り地域貢献

活動の推進

収集運搬における

環境負荷・

リサイクルの向上

(単位/㎥）

本社と一緒の為

節水活動の推進

本社と一緒の為

節水活動の推進

本社と一緒の為

節水活動の推進

水使用量の削減

　
水使用量の削減 本社と一緒の為

節水活動の推進

　 55,244.09
数量は設定せず

リサイクルに努める

数量は設定せず

リサイクルに努める

数量は設定せず

リサイクルに努める
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グリーン購入

作業着を購入する時は

エコ商品を

購入するようにする

可能な限りエコ商品の

購入を推進

可能な限りエコ商品の

購入を推進

可能な限りエコ商品の

購入を推進

可能な限りエコ商品の

購入を推進

工事関係者と意思疎通を図り、

車両運行や重機作業

などを効率的に行う

数量は設定せず

　効率的に行う

数量は設定せず

効率的に行う

数量は設定せず

効率的に行う

数量は設定せず

効率的に行う

環境に配慮した工事



基準値

二酸化炭素の削減 （2020年）

※　電気排出係数

　　　　　　　2022年度東京電力の排出係数0.452ｋｇ-CO2／ｋWｈを使用。

環境経営目標
環境経営目標値

2022年 2023年 2024年

４.環境経営目標（中間目標）

茨城営業所

電力使用量の削減

　　　　　　　（ｋｇーCO₂）
3,518.56

3,483.37 3,465.78

ガソリン使用量の削減

　　　　　　　（ｋｇーCO₂）
5,672.54

5,615.81 5,587.45

該当なし 該当なし

該当なし 該当なし

総　排　出　量

　　　　　　　（ｋｇ－CO₂）
9,191.10 9,099.18 9,053.23 9,007.26

3,448.18

（1.0%削減） （1.5%削減） （2.0%削減）

軽油使用量の削減

　　　　　　　（ｋｇーCO₂）
－ 該当なし

5,559.08

（1.0%削減） （1.5%削減） （2.0%削減）

灯油使用量の削減

　　　　　　　（ｋｇーCO₂）
－ 該当なし

廃棄物の削減再資源化率向上

可能な限りリサイクルを

心掛ける

可能な限りリサイクルを

心掛ける

可能な限りリサイクルを

心掛ける

数値目標は設定せず

実績なし
一般廃棄物

水使用量の削減

数値目標は設定せず数値目標は設定せず

54

(単位/㎥） （1.0%削減） （1.5%削減） （2.0%削減）
　

水使用量の削減
56

55 55

　（単位/ｔ）

グリーン購入

数値目標は設定せず、可能な

限りグリーン購入を推進 1 可能な限りグリーン

購入の推進

可能な限りグリーン

購入の推進

可能な限りグリーン

購入の推進
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地域貢献活動

数値目標は設定せず、可能な

限り地域貢献活動を推進
－

可能な限り地域貢献

活動の推進

可能な限り地域貢献

活動の推進

可能な限り地域貢献

活動の推進



5.環境経営目標と実績及び評価

♦　作成責任者 　：　　環境管理責任者　鳥海　政美　　　鷺　恭享

♦　取　組　期　間 　：　　大剣環境センター・北ノ作処分場・本社・工事部・茨城営業所

　【2022年7月1日～2023年6月30日】

　 ♦改定日：2023年7月15日

■化石燃料消費

■二酸化炭素排出量合計 ｋｇ-ＣＯ₂ 4,117,789.15 2,014,519.91 １００％以上 ◎

t 1,595.85 2,215.82 １００％以上 ◎

t 3,303.09 87.66 １００％以上 ◎

受託廃棄物処理の環

境負荷
t 97,852.15 59,667.04

社内ルールの

定着化
◎

㎥ 1,879 398 １００％以上 ◎

㎥ 1,647 2,039 81% 〇

※　達成状況　100%　◎　　99%～80%　〇　　79%～50％　△　　49％以下　×

全社

◎

達成率
達成状況・

評価

身近なものから

グリーン購入

可能な限り

地域貢献活動の推進

可能な限り

地域貢献活動の推進

◎3

目標値

◎

１００％以上

１００％以上

21 １００％以上

〇415,743.93

◎

72,929.28

396,725.33

1,556,939.83

◎１００％以上37,538.41

１００％以上

95%

3,640,276.30

グ

リ

｜

ン

購

入

事務用品 ケ

46

環境目標項目 単位

二
酸
化
炭
素
排
出
量

■電気使用量 ｋｇ-ＣＯ₂

1】ガソリン使用量 ｋｇ-ＣＯ₂

2】軽油使用量 ｋｇ-ＣＯ₂

3】灯油使用量 ｋｇ-ＣＯ₂

実績値

(受託廃棄物の再資源化推進）

RPF製造量の向上

安定型埋立廃棄物の削減

水

使

用

量

◎

産業廃棄物リサイクル

率の向上

収集運搬における環境配慮

上　　　　水

工業用水

7,858.24 4,297.74 １００％以上
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地

域

貢

献

活

動

環境保護団体への協力 回

会社周辺の清掃活動 回

　数量は設定せず
効率的に行う

１００％以上 ◎環境に配慮した工事

工事関係者との意思疎通を

図り、車両運行や重機作業な

どを効率的に行う
ー

数量は設定せず効率的

に行う



5.環境経営目標と実績及び評価

【2022年度】

2022年7月から2023年6月までの目標達成状況

二酸化炭素排出量

受託廃棄物の再資源化率向上

受託産業廃棄物の環境負荷

水使用量の削減

グリーン購入

地域貢献活動

※　達成状況　100%　◎　　99%～80%　〇　　79%～50％　△　　49％以下　×

8,919.63

　大剣環境　　　　
　　センター

13 15 100%以上 ◎

5 7 100%以上 ◎

◎社内ルールの定着化

実績値

◎

343,755.28

100%以上 ◎1,595.85

82% 〇

100%以上

3,145 816.72 100%以上 ◎

2,215.82

100%以上 ◎

719.20

2,221,206 565,801.74

32,134

達成率
達成状況・

評価
目標値

2,540,746.0 911,092.94 100%以上 ◎

目標（取組）項目

RPF製造の向上   　　

（単位/ｔ）

単位

電気消費量 ｋｇーCO₂

総排出量 ｋｇーCO₂

軽油使用量

ｔ

284,261
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1,647 249 100%以上 ◎

可能な限りグリーン購入を

推進

1,647 〇81%2,039

ガソリン使用料 ｋｇーCO₂

ｋｇーCO₂

灯油使用量 ｋｇーCO₂

ケ

可能な限り地域貢献活動を

推進
回

収集運搬における環境

配慮
11,756.05ｔ

水

使

用

量

上　　　水

工業用水

㎥

㎥



5.環境経営目標と実績及び評価

【2022年度】

2022年7月から2023年6月までの目標達成状況

二酸化炭素排出量

自社廃棄物の再資源化率向上

受託廃棄物の再資源化率向上

水使用量の削減

グリーン購入

地域貢献活動

※　達成状況　100%　◎　　99%～80%　〇　　79%～50％　△　　49％以下　×

※　一般廃棄物に関して、自社リサイクルが可能なため目標値を設定しておりません。　
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◎

4 7 100%以上 ◎

12 18 100%以上
可能な限り地域貢献活動を

推進
回

可能な限りグリーン購入を

推進
ケ

65 100%以上 ◎

－

－ － －

－－

該当なし

一般廃棄物

該当なし

74水使用量 ㎥

ｔリサイクル率

軽油使用量

産業廃棄物
ｔ 自社再資源化

ｋｇーCO₂

ガソリン使用料 ｋｇーCO₂

灯油使用量 ｋｇーCO₂

7,252.60

総排出量 ｋｇーCO₂

電気消費量 ｋｇーCO₂

－

621.12 484.56 100%以上 ◎

－ －

◎

該当なし － － －

6,642.43 100%以上

達成状況・

評価

本社

7,873.72 7,126.99 100%以上 ◎

目標（取組）項目
単位 目標値 実績値 達成率



5.環境経営目標と実績及び評価

【2022年度】

2022年7月から2023年6月までの目標達成状況

二酸化炭素排出量

安定型埋立廃棄物の削減

受託産業廃棄物の環境負荷

水使用量の削減

グリーン購入

地域貢献活動

※　達成状況　100%　◎　　99%～80%　〇　　79%～50％　△　　49％以下　×

　

ｋｇ-ＣＯ₂

ｋｇ-ＣＯ₂

可能な限りグリーン

購入を推進

可能な限り地域貢献

活動を推進

総排出量

電気消費量

軽油使用量
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◎

廃棄物の種類・排出量により

運搬計画に対して臨機応変

に対応する

4 5 100%以上 ◎

◎

12 13 100%以上

103 29.00 100%以上

収集運搬における     
環境配慮

ｔ 86,096.10 ◎

水使用量

安定型埋立廃棄物     
（単位/ｔ）

3,303.09 87.66 100%以上 ◎

対応することが
できた

ｔ

2,894 2,360.52 100%以上

100,489 60,575.98 100%以上

895,000 672,437.10 100%以上ｋｇ-ＣＯ₂

ｋｇ-ＣＯ₂

ｋｇ-ＣＯ₂

灯油使用量

ガソリン使用料

目標（取組）項目
単位 目標値 実績値 達成率

北ノ作処分場

㎥

ケ

回

◎

達成状況・

評価

◎

790,154 608,131.80 100%以上 ◎

◎

1,463 1,368.80 100%以上 ◎



5.環境経営目標と実績及び評価

【2022年度】

　　2022年7月から2023年6月までの目標達成状況

二酸化炭素排出量

受託廃棄物の環境負荷・再資源化率向上

水使用量の削減

地域貢献活動

グリーン購入

※　達成状況　100%　◎　　99%～80%　〇　　79%～50％　△　　49％以下　×

※環境配慮に関しましては工事件数により変動があるので、数量を設定せず環境に

　 配慮した工事に対する意識付けを徹底し効率的に行う

工事部

－
数量は設定せず

　　　リサイクルに努める

数量は設定せず

　　　　リサイクルに努める
　社内ルールの　　

定着化 ◎

◎

達成状況・

評価

〇

100%以上 ◎

96%

100%以上 ◎

総排出量 ｋｇーCO₂ 665,070.25 414,828.22 100%以上

目標（取組）項目
単位 目標値 　実績値 達成率

628,916.30 383,006.29

電気消費量 ｋｇーCO₂ 1,239.36

灯油使用量 ｋｇーCO₂ 1,819.24 ◎

　
収集運搬における

環境負荷・

リサイクルの向上

1,120.50 100%以上

1,287.12

ガソリン使用料 ｋｇーCO₂ 33,095.35 29,414.31

軽油使用量 ｋｇーCO₂

◎

可能な限り地域貢献

活動を推進
－

地域環境活動等　　　　　

積極的に参加

地域環境活動等　　　　　

積極的に参加
100%以上 ◎

　 水使用量 ㎥
　本社と一緒のため　　　

　　節水活動の推進

　本社と一緒のため　　　

　　節水活動の推進
100%以上
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◎
作業着を購入する時は

エコ商品を

購入するようにする
－

数量は設定せず

エコ商品の購入を推進

今回はペットボトルを使用

した作業着を購入した
100%以上

環境に配慮した工事

工事関係者との

意思疎通を図り、

車両運行や重機作業

などを効率的に行う

－
数量は設定せず　　　　

効率的に行う

数量は設定せず　　　　

効率的に行う
100％以上 ◎



5.環境経営目標と実績及び評価

【2022年度】

　　2022年7月から2023年6月までの目標達成状況

二酸化炭素排出量

自社廃棄物の再資源化率向上

ｔ ー ー

ｔ ー ー

受託廃棄物の再資源化率向上

水使用量の削減

グリーン購入

地域貢献活動 　

※　達成状況　100%　◎　　99%～80%　〇　　79%～50％　△　　49％以下　×

※　地域貢献活動に関しては目標値は設定しておりません。

茨城営業所

◎

目標（取組）項目
単位 目標値 実績値 達成率

達成状況・

評価

総排出量 ｋｇーCO₂ 9,099.18 4,457.42 100%以上

電気消費量 ｋｇーCO₂ 3,483.37 3,483.11

ガソリン使用料 ｋｇーCO₂ 5,615.81 5,551.55

◎

軽油使用量 ｋｇーCO₂ 該当なし ー ー ー

100%以上

100%以上 ◎

灯油使用量 ｋｇーCO₂ 該当なし ー ー ー

　
一般廃棄物
産業廃棄物

自社再資源化 ー

自社再資源化 ー

ー

　 水使用量 ㎥ 55 55 100% ◎

　 リサイクル率 ｔ 該当なし ー ー
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◎

可能な限り

地域貢献活動を推進
回

地域環境活動等

積極的に参加

地域環境活動等

積極的に参加
－ －

可能な限り

グリーン購入を推進
ケ 1 2 100%以上



 

2022年度

♦ 環境目標を達成するために、以下の具体的な取り組み・達成手段

責任者・スケジュールを定めた環境活動計画を策定。

　1．二酸化炭素排出量の削減 1.エアコン設定温度を（冷房27℃

　暖房20℃）と設定。実行する

　➡エアコン温度設定表示

2.機械を使用する際は、30分間隔で

　それぞれ稼働させる

　➡（一気に稼働すると使用量が高くなるためピークを下げる）

3.不要な照明の消灯 通年 ◎

4.電気使用量kWh数を引き下げ 通年 ◎

1.アイドリングのストップ実施 通年 ◎

2.運転方法の配慮

　➡急発進・急停車・空ふかし

　　などをしない

3.給油は、なるべく朝行う 通年 ◎

4.出発前　空気圧等の車両点検

　実施

5.過積載をしないことを確認 通年 ◎

1.ごみの分別徹底

　➡適正処理の徹底

2.廃棄物の減量化、有用なものを

　再利用（再資源化）

3.分別徹底の周知 通年 ◎

1.廃棄物の分別徹底

　➡適正処理の徹底

2.廃棄物の減量化、有用なものを

　再利用（再資源化）

3.契約いただいている協力会社への

  依頼

　➡分別徹底の周知

4.適正な収集運搬計画を立てる

　社内ルールの定着化

　4.水使用量の削減 1.水回りに【節水】を呼びかける案内

　➡【節水】シールの貼付表示

2.チラシを掲示し、節水を心がける 通年 ◎

3.蛇口の閉め忘れ徹底

　➡再確認励行

4.洗車時はホース・ストッパーで

　節水

　5.地域貢献活動 1.ユニセフ協会等への協力

②会社周辺の清掃活動等

　6.グリーン購入

①事務用品

①電気使用量の2.0%削減 通年 ◎

②軽油使用量の2.0%削減
通年

6.環境活動計画及び達成手段と評価

　　環　境　目　標
責任者 達成手段

大剣環境センター

実施期間 評　価
　取り組み目標

            作成日：2023年　7月20日

　2.自社廃棄物の削減
通年 ◎

通年 ◎
鳥　海

①一般廃棄物

②産業廃棄物

④灯油使用量の2.0%削減 1.ウォームビズの取り組み 通年 ◎

鳥　海

◎

③ガソリン使用量の2.0%削減 通年 ◎

通年 ◎

　3.受託廃棄物の再資源化率向上
通年 ◎

①リサイクルの向上
通年 ◎

通年 ◎③収集運搬における環境負荷

②廃棄物の削減 通年 ◎

鳥　海

①水使用量の2.0%削減 通年

通年

鳥　海
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1.エコ商品を積極的に購入 通年 ◎

①環境保護団体への協力 鳥　海
2.会社付近の清掃

通年 ◎

◎

◎

◎

②車両・設備・機械
1.車両・設備等購入する際は、

　二酸化炭素排出量の少ないものを検討
通年 ◎

鳥　海

通年



2022年度

♦ 環境目標を達成するために、以下の具体的な取り組み・達成手段

責任者・スケジュールを定めた環境活動計画を策定。

　1．二酸化炭素排出量の削減 1.エアコン設定温度を（冷房27℃

　暖房20℃）と設定。実行する

　➡エアコン温度設定表示

2.温水便座の設定温度を低めに設定 通年

3.昼休み事務所　電気　消灯 通年

4.不要な照明の消灯 通年 ◎

１.A/CスイッチのON/OFFをこまめにする。 通年 ◎

２.出発前　空気圧等の車両点検

　実施

1.ごみの分別徹底

　➡適正処理の徹底

2.廃棄物の減量化、有用なものを

　再利用（再資源化）

②産業廃棄物 3.分別徹底の周知 通年 ◎

　4.水使用量の削減 1.水回りに【節水】を呼びかける案内

　➡【節水】シールの貼付表示

2.チラシを掲示し、節水を心がける 通年 ◎

3.蛇口の閉め忘れ徹底

　➡再確認励行

4.洗車時はホース・ストッパーで

　節水

　5.地域貢献活動 1.ユニセフ協会等への協力

2.会社付近の清掃

②会社周辺の清掃活動等 3.近隣住民と餅つき 12月 ◎

　6.グリーン購入

①事務用品
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6.環境活動計画及び達成手段と評価

通年

　　環　境　目　標
責任者 達成手段 実施期間

            作成日：2023年　7月20日

評　価
　取り組み目標

本社

①電気使用量の1.5%削減
◎

②軽油使用量の1.5%削減

　2.自社廃棄物の削減
◎

④灯油使用量の1.5%削減

◎

通年

①一般廃棄物
通年

該当なし

③ガソリン使用量の1.5%削減
通年 ◎

①水使用量の1.5%削減

◎

　3.受託廃棄物の再資源化率向上

自社リサイクルが可能なため、
廃棄物削減・リサイクル向上に向けて

努力する。

①リサイクルの向上

②廃棄物の削減

通年 ◎

通年

◎②車両・設備・機械
1.車両・設備等購入する際は、

　二酸化炭素排出量の少ないものを検討

◎

◎

通年

 

鷺　恭享

鷺　恭享

鷺　恭享

鷺　恭享

鷺　恭享

該当なし

◎

通年 ◎

①環境保護団体への協力 

1.エコ商品を積極的に購入

通年

通年

鷺　恭享



 

2022年度

♦ 環境目標を達成するために、以下の具体的な取り組み・達成手段

責任者・スケジュールを定めた環境活動計画を策定。

　1．二酸化炭素排出量の削減 1.エアコン設定温度を（冷房27℃

　暖房20℃）と設定。実行する

　➡エアコン温度設定表示

2.機械を使用する際は、30分間隔で

　それぞれ稼働させる

　➡（一気に稼働すると使用量が高くなるためピークを下げる）

3.不要な照明の消灯 通年 ◎

1.アイドリングのストップ実施 通年 ◎

2.運転方法の配慮

　➡急発進・急停車・空ふかし

　　などをしない

3.A/CスイッチのON/OFFをこまめにする。 通年 ◎

4.出発前　空気圧等の車両点検

　実施

5.過積載をしないことを徹底。 通年 ◎

通年 ◎

通年 ◎

1.ごみの分別徹底

　➡適正処理の徹底

2.契約いただいている協力会社への依頼

　➡分別徹底の周知

1.廃棄物の分別徹底

　➡適正処理の徹底

2.廃棄物の減量化、有用なものを

　再利用（再資源化）

3.契約いただいている協力会社への

　依頼

　➡分別徹底の周知

4.適正な収集運搬計画を立てる

　社内ルールの定着化

　4.水使用量の削減 1.水回りに【節水】を呼びかける案内

　➡【節水】シールの貼付表示

2.チラシを掲示し、節水を心がける 通年 ◎

3.蛇口の閉め忘れ徹底

　➡再確認励行

4.洗車時はホース・ストッパーで

　節水

　5.地域貢献活動 1.ユニセフ協会等への協力

2.会社付近の清掃

②会社周辺の清掃活動等 3.近隣住民と餅つき 12月 ◎

　6.グリーン購入

①事務用品

◎

◎

◎
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②車両・設備・機械
1.車両・設備等購入する際は、

  二酸化炭素排出量の少ないものを検討
通年

通年
①環境保護団体への協力 

1.エコ商品を積極的に購入 通年

鳥　海

鳥　海

鳥　海

◎

◎

◎

◎

◎

①水使用量の1.5%削減 通年

通年

通年

③収集運搬における環境負荷

鳥　海

通年

通年

◎

◎

◎

◎

◎

◎

①電気使用量の1.5%削減

④灯油使用量の1.5%削減

　2.安定型埋立廃棄物の削減

①安定型埋立廃棄物の1.5%削減

③ガソリン使用量の1.5%削減 通年

通年

通年

通年

1.ウォームビズの取り組み

2.夏場はお湯を使用しない

鳥　海

　3.受託廃棄物の再資源化率向上

①リサイクルの向上
通年

②廃棄物の削減

◎

           作成日：2023年　7月20日

　　環　境　目　標
責任者 達成手段 実施期間 評　価

　取り組み目標

北ノ作処分場

鳥　海

通年

②軽油使用量の1.5%削減
通年

6.環境活動計画及び達成手段と評価

◎

通年



            作成日：2023年　7月19日

2022年度

♦ 環境目標を達成するために、以下の具体的な取り組み・達成手段

責任者・スケジュールを定めた環境活動計画を策定。

　1．二酸化炭素排出量の削減 1.エアコン設定温度を（冷房27℃

　暖房20℃）と設定。実行する

　➡エアコン温度設定表示

2.使用しないときはOFFにする。 通年 ◎

3.不要な照明の消灯 通年 ◎

1.アイドリングのストップ実施 通年 ◎

2.運転方法の配慮

　➡急発進・急停車・空ふかし

　　などをしない

3. A/CスイッチのON/OFFをこまめにする。 通年 ◎

4.出発前　空気圧等の車両点検

　実施

5.過積載をしないことを確認 通年 ◎

通年 ◎

2.ウォームビズの取り組み 通年 ◎

1.廃棄物の分別徹底

　➡適正処理の徹底

2.廃棄物の減量化、有用なものを

　再利用（再資源化）

4.適正な収集運搬計画を立てる

　社内ルールの定着化

　3.水使用量の削減 1.水回りに【節水】を呼びかける案内

　➡【節水】シールの貼付表示

2.チラシを掲示し、節水を心がける 通年 ◎

3.蛇口の閉め忘れ徹底

　➡再確認励行

4.洗車時はホース・ストッパーで

　節水

　4.地域貢献活動 1.地域ボランティア活動へ積極的に参加

2.関係団体主催ボランティア活動へ参加

3.現場周辺の清掃 通年 ◎

4.周辺道路の補修工事等 通年 ◎

　5.グリーン購入

①作業着

　6.環境に配慮した工事

　 現場周辺環境へ配慮する。

3.粉塵が発生する作業では、散水など必要な

◎

通年 ◎

通年 ◎

通年

通年

◎

通年

通年 ◎

◎

◎

工事部

通年 ◎

鷺　恭享

◎

6.環境活動計画及び達成手段と評価

　2.受託廃棄物の再資源化率向上

　　環　境　目　標
責任者 達成手段

3.分別徹底の周知

①リサイクルの向上

②廃棄物の削減

①電気使用量の1.0%削減

評　価
　取り組み目標

①環境保護団体への協力 

①水使用量の1.0%削減

◎
鷺　恭享

③収集運搬における環境負荷

通年

通年

実施期間

通年

④灯油使用量の1.0%削減

◎

鷺　恭享

1.未使用時は、エンジン停止。

通年
②軽油使用量の1.0%削減

③ガソリン使用量の1.0%削減

鷺　恭享

②会社周辺の清掃活動等

鷺　恭享

①工事・作業
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通年 ◎鷺　恭享

1.工事関係者との意思疎通をよく図り、

2.リサイクル向上の為に、重機・人力併用で

　 分別解体を行う。

   措置を行い、粉塵の飛散防止に努める。

◎

　車両を運行させたり、重機作業の際、

1.エコ商品を積極的に購入 通年



作成日　2023年7月20日

♦ 環境目標を達成するために、以下の具体的な取り組み・達成手段

責任者・スケジュールを定めた環境活動計画を策定。

　1．二酸化炭素排出量の削減 1.エアコン設定温度を（冷房27℃

　暖房20℃）と設定。実行する

　➡エアコン温度設定表示

２．未使用時の電化製品は、コンセント

　を抜く。

3.不要な照明の消灯

4.クールビズ・ウォームビズの取り組み 通年 ◎

　

1.A/CスイッチのON/OFFを

こまめに。
2.出発前に車両点検及び走行ルート確認

　実施

1.ごみの分別徹底

　➡適正処理の徹底

2.廃棄物の減量化、有用なものを

　再利用（再資源化）

②産業廃棄物 3.分別徹底の周知 通年 ◎

　4.水使用量の削減

2.チラシを掲示し、節水を心がける 通年 ◎

3.蛇口の閉め忘れ徹底

　➡再確認励行

4.洗車時はホース・ストッパーで

　節水

　5.地域貢献活動 1.環境保護団体（ユニセフ協会等）への

　協力

②会社周辺の清掃活動等 2.事務所回りをこまめに清掃する 通年 ◎

　6.グリーン購入

①事務用品

茨城営業所

◎

②軽油使用量の1.0%削減 該当なし 　
　

◎

通年

通年

通年

④灯油使用量の1.0%削減 該当なし 　

　2.自社廃棄物の削減

鷺　恭享

鷺　恭享

実施期間
　取り組み目標

鷺　恭享 1.エコ商品を積極的に購入

通年

通年

通年

1.水回りに【節水】を呼びかける案内 通年

　3.受託廃棄物の再資源化率向上

該当なし 　

鷺　恭享

①一般廃棄物

③ガソリン使用量の1.0%削減

６.環境活動計画及び達成手段と評価

2022年度

通年 ◎

①電気使用量の1.0%削減
通年 ◎

◎

通年 ◎

評　価
　　環　境　目　標

責任者 達成手段

①リサイクルの向上

②廃棄物の削減

◎

鷺　恭享

②車両・設備・機械
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◎

①水使用量の1.0%削減 通年 ◎

鷺　恭享
1.車両・設備等購入する際は、

　二酸化炭素排出量の少ないものを検討
通年 ◎

◎
①環境保護団体への協力 

◎

鷺　恭享



【自主目標】

【全社　ＣＯ₂削減活動内容】

          産業廃棄物　　　　　　　

分別の徹底
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地域住民の皆様に弊社の

事業活動

・RPFの原料として

廃プラスチック選別の強化

・作業終了時、地域の道路

清掃活動を行った。

・定期的に地域の草刈り、

ゴミ拾いをおこなった。

達成状況の確認時期　　 　

及び内容確認
評価と内容 実施状況

   従業員の意識改革、　 　　　

作業の徹底

・全従業員対象に月１回

勉強会、目標達成状況を

話し合う。

・各部署ごとに、毎日就業

前にＫＹＫ活動を行う。

エアコン定期点検【3ヶ月置き】

エアコン設定温度

【選別の様子】

【清掃活動の様子】

【勉強会】

【就業前KYK活動】

電気の節電

水使用量の削減



7.環境関連法規の遵守状況及び、訴訟などの有無

　

・

・環境関連法規などの一覧及び、それらの遵守状況を確認した結果、

環境関連法規の違反はなし

・関係機関等からの違反指摘、利害関係者からの訴訟等なし

・ 　廃棄物処理法（産業廃棄物） ◎

関　係　法　令 評　価

・ 　廃棄物処理法（一般廃棄物） ◎

・ 　建設リサイクル法 ◎

・ 　騒音規制法 ◎

・ 　振動規制法 ◎

・ 　フロン排出抑制法 ◎

・ 　家電リサイクル法 ◎

・ 　自動車リサイクル法 ◎

・ 　ダイオキシン類対策特別措置 ◎

・ 　労働安全衛生・環境アセスメント法 ◎
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・ 　資源有効利用促進法 ◎

・ 　消防法 ◎

・ 　水質汚濁防止法 ◎

　大気汚染防止法 ◎



実施日： 2023年1月

実施者： 代表取締役　鷺　弘海

⑴全体の確認・評価

（2）代表者による環境方針等の変更の必要性ならびに指示事項

8.代表者による全体の評価と見直し・指示

事項 報告内容（要旨） 代表者の評価

①環境目標の達成状況、並びに

　　　　　　環境活動計画の実施状況
目標はほぼ達成しており、計画の遅れもなし      

※「環境目標/環境活動の実績及び評価」参照

前年度より意識の向上がみられる。 

　　　　　　　さらなる向上を望む。

②外部からの苦情・要望の受付

　　　　　　　　　　及び処置状況
特になし　　　　　   　　　　　　　　　

　※「問題点是正/予防処置の結果」参照
さらに、地域の保全に努める。

③環境法規等に対する遵守状況、

 　　　　　　並びに定期確認結果
遵守評価の結果は問題なし　　　　　　　　
※「環境関連法規一覧遵守状況チェック表」参照

引き続き法令遵守を推進するとともに、

法改正に伴いより一層努力して欲しい。

④前回の指示事項への取組結果
電気消費量が上昇傾向にあるため基本料金

の見直しを提案
契約内容を見直し、節電に努めること。

⑤その他

・法規等の動向

・システム上の改善提案の取扱い

特になし 特になし

回答者 回答内容

①環境方針

②環境目標
各自　節電を意識しながら

行動するよう全社員に通

達。

項目 変更要否

鳥　海

指示事項等

否

電気消費量削減のため基本料金を2回見直

しした結果、若干ではあるが電気使用量が

削減できている。各自もう少し節電を心掛

けるよう指示。
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要

⑤全体評価に関して 否

同　上

④実施体制 否

要③環境行動計画 鳥　海同　上


